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林

大
学
病
院
は
、
治
療

成
績
や
新
し
い
治
療
法
の

開
発
だ
け
で
は
な
く
、
安

全
性
も
含
め
た
医
療
の
質

で
評
価
さ
れ
ま
す
。
阪
大

病
院
は
こ
れ
ま
で
も
全
国

で
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
評
価

を
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
も
さ
ら
に

医
療
の
質
と
安
全
を
向
上

さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

も
う
一
つ
大
事
な
こ
と

は
、
医
療
の
質
に
は
看
護

の
質
が
大
き
な
要
素
で
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
患

者
さ
ま
が
病
院
を
評
価
す

る
際
に
ウ
エ
ー
ト
を
占
め

る
の
が
看
護
な
の
で
す
。

そ
れ
だ
け
に
、
看
護
職
員

は
病
院
の
顔
と
も
い
え
ま

す
。

平
山

そ
う
で
す
ね
。
看

護
部
は
、
高
度
先
進
医
療

に
応
じ
た
専
門
性
の
高
い

看
護
を
実
践
す
る
と
と
も

に
、
心
の
こ
も
っ
た
あ
た

た
か
み
の
あ
る
看
護
を
目

指
し
て
努
力
し
て
き
ま
し

た
。
病
院
の
顔
と
し
て
、

自
信
を
も
ち
生
き
生
き
し

て
い
る
凜り

ん

と
し
た
姿
勢
が

患
者
さ
ま
の
目
に
映
れ
ば

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

林

看
護
職
員
が
き
び
き

び
と
動
い
て
い
る
姿
を
見

る
に
つ
れ
、
看
護
の
レ
ベ

ル
も
ア
ッ
プ
し
た
と
私
自

身
も
感
じ
て
い
ま
す
。

平
山

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
看
護
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
に
は
、
看
護
職
員

の
教
育
シ
ス
テ
ム
の
充
実

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
看
護

職
員
が
一
人
前
に
な
る
に

は
、
自
己
研け

ん

鑽さ
ん

や
職
場
で

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
が
、
本
院
看
護

部
で
は
、
そ
れ
ら
に
加
え

看
護
実
践
能
力
に
必
要
な

研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
就
職
後
間
も
な

い
新
卒
者
に
は
、
先
輩
看

護
職
員
が
1
対
１
で
担
当

す
る
こ
と
で
、
実
践
的
で

根
拠
に
基
づ
い
た
き
め
細

か
い
指
導
を
行
っ
て
い
ま

す
。

林

こ
れ
か
ら
の
病
院
の

た
め
に
も
、
看
護
の
質
の

向
上
は
大
い
に
期
待
し
て

い
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
平

成
19
年
度
に
は
診
療
報
酬

改
正
に
伴
っ
て
多
く
の
看

護
職
員
が
採
用
さ
れ
ま
し

た
。
病
院
と
し
て
も
「
7

対
1
看
護
」
の
取
得
に
力

を
入
れ
、
支
援
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

が
、
看
護
部
と
し
て
は
ど

の
よ
う
な
対
応
を
さ
れ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

平
山

看
護
職
員
の
増
加

に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
に
比

べ
「
よ
り
手
厚
い
看
護
」

を
実
践
し
て
い
き
た
い
と

阪大病院では手厚い看護をするために今年4
月に230人の看護師を採用しました。昨年4月の
診療報酬改定で新設された一般病棟入院基本
料の看護配置「7対1」の認定を受ける準備を整
えています。
社団法人日本看護協会によると昨年10月1日

現在、「7対1」を取得した施設数は549施設で、
総届け出病床の15.5％でした。そのうち特定機
能病院は16施設でした。
患者さまに満足していただける看護を提供す

るためには、採用後の新卒者、経験者の育成と
職場定着が大きな課題です。新採用者は採用
後、全員で病院、看護部のオリエンテーション
を受け、新卒者は看護技術の研修を受け3週間

後に各臨床現場に配属されます。その後は先
輩の看護職員とともに臨床での経験を積んでい
くことになります。
今年度の採用者は産科、小児科領域、ハート

センターなどを含めた特定機能病院としての機
能を維持し、昼夜を問わず高度先進医療、移植
医療を受ける患者さまに対し、安全で質の高い
24時間の看護を保証するために配置します。
新卒者を含めた新採用者の行う看護ケアに

対しては、十分に訓練し指導を行いますが、至
らないところも多々あると思います。新採用者
の職場適応・成長のために、患者さま、ご家族
の方々、職員の皆さまが温かく見守っていただ
ければ幸いです。

考
え
て
い
ま
す
。
患
者
さ

ま
の
期
待
に
応
え
満
足
し

て
い
た
だ
け
る
入
院
生
活

へ
の
支
援
や
退
院
後
の
生

活
を
ス
ム
ー
ズ
に
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
努
力
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
新

し
く
採
用
さ
れ
た
看
護
職

員
が
職
場
に
適
応
し
一
日

で
も
早
く
一
人
前
の
看
護

職
員
と
し
て
自
立
で
き
る

よ
う
環
境
を
整
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

林

阪
大
病
院
は
今
後
も

ま
す
ま
す
専
門
性
の
高
い

診
療
を
行
っ
て
い
き
ま
す

が
、
そ
れ
に
は
チ
ー
ム
医

療
が
不
可
欠
で
す
。
専
門

的
な
知
識
を
持
っ
た
医

師
、
看
護
職
員
、
他
の
医

療
者
が
チ
ー
ム
を
組
み
、

と
も
に
患
者
さ
ま
の
医
療

に
携
わ
る
こ
と
は
大
変
重

要
で
す
。
医
療
者
が
そ
の

専
門
性
を
生
か
し
、
切せ

っ

磋さ

琢た
く

磨ま

す
る
こ
と
に
よ
り
、

医
療
・
看
護
の
質
が
向
上

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
に
は
何
よ
り
も
コ
ミ

医
師
・
看
護
職
員
と
も
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
へ
体
制
整
備

医
師
・
看
護
職
員
と
も
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
へ
体
制
整
備 

医
師
・
看
護
職
員
と
も
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
へ
体
制
整
備 

阪
大
病
院
で
は
4
月
1
日
付
で
、
新
病
院
長
に
林
紀
夫
教
授
が
、
新
看
護
部
長
に

は
、
副
看
護
部
長
の
平
山
三
千
代
が
就
任
し
ま
し
た
。
林
・
新
病
院
長
は
、
消
化
器

内
科
が
専
門
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
阪
大
病
院
の
診
療
や
看
護
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

語
り
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
円
滑

に
行
わ
れ
て
い
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
円
滑
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、

医
療
の
安
全
に
も
つ
な
が

っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

平
山

そ
の
通
り
だ
と
思

い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
円
滑
に
行
う
た

め
に
必
要
な
こ
と
は
、
ま

ず
、
一
人
ひ
と
り
の
患
者

さ
ま
の
立
場
で
医
療
を
考

え
る
こ
と
、
そ
し
て
、
お

互
い
に
信
頼
し
て
い
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
患
者
さ
ま

を
中
心
し
た
チ
ー
ム
医
療

を
行
う
に
は
、
医
師
、
看

護
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
独
自

の
守
備
範
囲
の
な
か
で
専

門
職
者
と
し
て
対
等
に
意

見
を
交
換
し
、
理
解
し
合

え
る
よ
う
に
努
力
す
る
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う

国
立
大
学
法
人
化
後
の
厳
し

い
医
療
情
勢
の
下
で
阪
大
病
院

は
日
本
で
も
有
数
の
先
進
医
療

開
発
病
院
と
し
て
発
展
し
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
今
後
も
地
域

の
中
核
病
院
と
し
て
の
幅
広
い

医
療
活
動
を
行
い
な
が
ら
先
進

医
療
開
発
病
院
と
し
て
の
機
能

強
化
を
図
り
ま
す
。
各
診
療
科
、

各
セ
ン
タ
ー
、
中
央
診
療
部
門

の
診
療
内
容
を
充
実
さ
せ
る
と

と
も
に
、
医
療
の
安
全
対
策
を

強
化
し
、
患
者
さ
ま
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
こ
と
の
で
き
る
病
院

と
す
べ
く
、
病
院
職
員
が
一
丸

と
な
っ
て
努
力
す
る
所
存
で
す
。

大
学
病
院
に
は
、
教
育
、
診

療
、
研
究
に
お
け
る
使
命
が
あ

り
、
そ
の
発
展
、
充
実
を
図
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
独
立
法
人

化
し
た
大
学
病
院
と
し
て
は
運

営
の
効
率
化
を
行
い
、
先
進
医

療
開
発
病
院
と
し
て
の
機
能
強

化
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
の
中

核
病
院
と
し
て
幅
広
く
活
動
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
高
度

先
進
医
療
の
推
進
を
目
指
す
阪

大
病
院
と
し
て
は
診
療
活
動
の

活
性
化
お
よ
び
充
実
は
そ
の
基

本
で
あ
り
、
ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

な
ど
診
療
専
門
別
セ
ン
タ
ー
の

設
置
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ

り
、
患
者
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
診
療
機
能
を
充
実
さ
せ

ま
す
。
さ
ら
に
、
未
来
医
療
セ

ン
タ
ー
の
機
能
を
充
実
さ
せ
高

度
先
進
医
療
に
対
応
す
る
と
と

も
に
、
今
後
の
日
本
の
医
療
の

発
展
の
た
め
に
必
要
な
臨
床
試

験
機
能
を
高
め
る
た
め
に
新
た

に
臨
床
試
験
部
を
設
置
し
ま

す
。医

療
の
安
全
は
阪
大
病
院
に

お
い
て
最
重
要
事
項
で
、
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
医
療
ク
オ

リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

は
全
国
で
最
も
進
ん
で
い
る
病

院
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら

に
そ
の
機
能
を
充
実
さ
せ
、
国

民
の
期
待
す
る
安
心
・
安
全
な

医
療
を
提
供
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
医

師
、
看
護
師
な
ど
の
医
療
従
事

者
に
十
分
な
教
育
を
行
い
、
医

療
人
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
を

持
っ
て
患
者
さ
ま
に
対
応
す
る

よ
う
に
指
導
い
た
し
ま
す
。

教
育
は
阪
大
病
院
に
課
せ
ら

れ
た
重
要
な
責
務
で
あ
り
ま
す

が
、
全
人
医
療
が
で
き
る
医
師

を
育
成
す
る
新
臨
床
研
修
制
度

の
導
入
に
よ
り
卒
後
臨
床
教
育

シ
ス
テ
ム
が
大
き
く
変
わ
り
ま

し
た
。
次
世
代
の
質
の
高
い
医

師
を
育
て
る
こ
と
は
阪
大
病
院

の
使
命
で
、
卒
後
臨
床
教
育
シ

ス
テ
ム
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、

温
か
い
心
を
持
っ
た
新
人
医
師

を
育
成
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

大
学
病
院
に
と
っ
て
教
育
、

研
究
を
行
う
こ
と
は
欠
か
せ
ま

せ
ん
が
、
そ
の
基
本
は
患
者
さ

ま
に
思
い
や
り
が
あ
り
、
信
頼

さ
れ
る
医
療
を
提
供
す
る
こ
と

で
す
。
病
院
職
員
が
一
丸
と
な

り
、
患
者
さ
ま
か
ら
一
層
信
頼

さ
れ
る
阪
大
病
院
に
な
る
よ
う

に
尽
力
す
る
所
存
で
す
の
で
、

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

看護配置「7対1」の認定に向けて

医療の質と安全さらに向上へ 医療の質と安全さらに向上へ 

一
層
信
頼
さ
れ
る
病
院
に

新
病
院
長
あ
い
さ
つ

新
病
院
長
　
看
護
部
長
対
談

か
。
現
在
看
護
部
で
は
、

専
門
性
の
高
い
看
護
職
員

を
配
置
し
、
横
断
的
な
チ

ー
ム
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
が
ん
の
疼と

う

痛つ
う

緩
和
や

褥
じ
ょ
く

瘡そ
う

対
策
、
感
染
対
策

や
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
医
療
安
全
に
は
専
門
看

護
師
や
認
定
看
護
師
、
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
活
動

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
患
者
さ
ま
の
要
求
に
添

え
る
よ
う
専
門
分
野
や
活

動
範
囲
を
広
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、

個
々
の
看
護
職
員
の
キ
ャ

リ
ア
開
発
を
支
援
し
、
看

護
の
質
も
上
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

林

医
師
の
質
も
ア
ッ
プ

す
る
よ
う
に
、
研
修
医
の

教
育
制
度
も
高
度
な
研
修

が
で
き
る
よ
う
に
改
革
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
中

堅
の
医
師
の
質
を
向
上
さ

せ
る
た
め
に
卒
後
研
修
制

度
も
充
実
さ
せ
て
い
き
ま

す
。
医
師
と
看
護
職
員
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
よ
っ
て

阪
大
病
院
の
医
療
の
質
を

向
上
さ
せ
、
よ
り
安
全
な

医
療
が
行
え
る
よ
う
に
な

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
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な
ど
の
不
定
愁
訴
が
多
く

な
り
ま
す
。
75
歳
以
上
の

後
期
高
齢
者
で
は
、
生
理

的
加
齢
が
病
的
に
絡
み
合

う
た
め
、
病
態
は
更
に
複

雑
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
高
齢
者
が

病
院
に
行
っ
た
時
に
、
い

く
つ
か
の
診
療
科
を
回
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
可
能

性
が
高
く
な
り
、
患
者
さ

ま
に
と
っ
て
負
担
に
な
り

ま
す
。
子
ど
も
の
病
気
な

ら
小
児
科
が
あ
り
、
子
ど

も
の
ほ
と
ん
ど
の
病
気
に

対
応
し
て
い
ま

す
。同

科
で
は
高
血

圧
な
ど
の
生
活
習

慣
病
か
ら
認
知
症

や
失
禁
、
ふ
ら
つ

き
な
ど
高
齢
者
特

有
の
病
気
ま
で
幅

広
く
対
応
し
て
い

ま
す
。
高
血
圧
に

つ
い
て
は
、
ホ
ル

を
入
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
は
高
血
圧
や
糖

尿
病
な
ど
複
数
の
病
気
に

か
か
っ
て
い
る
こ
と
が
多

く
、
65
歳
以
上
の
前
期
高

齢
者
で
あ
っ
て
も
、
加
齢

（
年
を
と
る
こ
と
）
に
よ

っ
て
筋
力
や
視
力
な
ど
生

理
的
な
衰
え
が
原
因
と
な

っ
て
、
「
関
節
が
痛
い
」

「
な
ん
と
な
く
だ
る
い
」

栄
養
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部

は
、
病
院
食
に
つ
い
て
、

入
院
患
者
さ
ま
を
対
象
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い

ま
し
た
。ア
ン
ケ
ー
ト
は
、

計
７
０
０
人
（
一
般
治
療

食
５
５
３
人
、
特
別
治
療

食
１
４
７
人
）
に
行
い
、

回
収
率
は
、
一
般
治
療
食

67
・
１
％
、
特
別
治
療
食

73
・
５
％
で
し
た
。
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
主
食
・
主

菜
の
味
や
満
足
度
な
ど
に

つ
い
て
、
ま
た
、
一
般
治

療
食
の
選
択
食
や
特
別
治

療
食
に
つ
い
て
、
患
者
さ

ま
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て

お
ら
れ
る
か
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

病
院
食
の
満
足
度
は
、

一
般
・
特
別
治
療
食
と
も

半
数
近
く
が
満
足
・
や
や

満
足
と
回
答
さ
れ
、
普
通

も
あ
わ
せ
る
と
80
％
近
い

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

味
付
け
に
つ
い
て
は
、

や
や
薄
い
・
薄
い
と
回
答

さ
れ
た
患
者
さ
ま
が
約
40

%
で
し
た
。
阪
大
病
院
で

は
、
医
師
の
指
示
が
な
い

限
り
厚
生
労
働
省
の
「
日

本
人
の
食
事
摂
取
基
準

【
２
０
０
５
年
版
】」
に
基

づ
き
、
塩
分
量
は
、
1
日

10
㌘
以
下
で
食
事
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
こ
の
結
果

交
通
事
故
や
自
然
災
害

に
よ
る
大
け
が
や
、
脳
卒

高
齢
者
が
訴
え
る
症
状

へ
の
対
応
は
一
筋
縄
で
は

い
き
ま
せ
ん
。
阪
大
病
院

の
老
年
・
高
血
圧
内
科
で

は
高
齢
者
の
病
気
に
関
す

る
診
断
、
治
療
を
多
角
的

に
行
う
と
と
も
に
、
予
防

医
学
の
考
え
方
を
取
り
入

れ
、
健
や
か
な
老
後
を
送

れ
る
よ
う
、
生
活
の
質
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
に
も
力

阪大病院の「がん診療市民公開フォーラム」の
「先端的がん診療シリーズ第2回」を6月23日（土）
午後1時～4時、大阪大学医学部講義棟A講堂で開
催します。
講演内容は①阪大病院のがん診療への取り組

み：化学療法部、水木満佐央部長②我が国に多い
がんの最新治療（1）子宮がん：産科婦人科、木村
正科長（2）乳がん：乳腺・内分泌外科、野口眞三
郎科長③がんの放射線療法―最近の進歩―：放射
線治療科、井上武宏科長④質問コーナー　定員
250人。参加無料。申し込みは、往復はがき（1通
につき1名）に必要事項（氏名、住所）をご記入
の上、6月1日必着で下記へお申し込みください。
ご参加いただける方には参加票（返信はがき）を
送付致します。当日質問事項（講演関連のもの）
のある方は、同じはがきに内容をご記載下さい。
〒565-0871 吹田市山田丘2－15 大阪大学医学

部附属病院総務課広報評価係内　市民公開フォー
ラム係
問い合わせは同係（TEL：06-6879-5020）。
※申し込みされた方の個人情報は参加に伴う連
絡、当日の質問への回答にのみ使用します。

阪大病院の第1回「がん診療市民公開フォーラ
ム」が2月3日、医学部講義棟A講堂で開かれまし
た。定員200人を大幅に上回る252人が参加されま
した。
講演は、阪大病院におけるがん診療システムの

現状や、我が国に多い肝臓がんや肺がんについて
の最先端の治療、阪大病院で開発されている治療、
PET、PET－CTを用いた画像診断などを、それ
ぞれの専門家がわかりやすく解説しました。
多くの受講者の方々から、ご自身やご家族の病

状についての質問をはじめ、がんの標準的な治療
法から免疫療法や補完代替医療にいたるまで幅広
い内容の質問がされ、活発な討論がなされました。

阪大病院に24時間営業
のコンビニとして「ロー
ソン阪大病院店」と患者
さまやご家族、見舞い客
などの憩いの場となる喫
茶コーナー「スターバッ
クス阪大病院店」が阪大
病院の支援法人である
（財）恵済団の協力によって、このほどオープン
しました。
また、スターバックスそばのライトコートをデ

ザインアップ＝写真＝、多くの利用者にゆったり
腰掛けてコーヒーや軽食をとっていただけるスペ
ースとしました。入院中の方はもちろん、外来患
者さま、ご家族、見舞い客の皆様方に利用してい
ただければ幸いです。

阪大病院での病院ボランティアの活動が10周年
を迎えました。病院ボランティアは中之島地区か
ら吹田キャンパスに移転したのを機に、病院職員
の手の届かない部分を地域のボランティアの人々
に助けていただき、患者さまや家族に「ホッとし
た和み」を感じていただきたいと、1996年に導入
しました。
阪大病院ボランティアの会の愛称は「ふれ愛」。

60人でスタートした会員は徐々に増加し、現在で
は80人近くになっています。
活動範囲は、主に外来患者さまの案内・誘導、

入院患者さまの食事などの手助け、中央診療施設
での患者さまへの誘導などです。平成17年には患
者図書コーナーを運用、18年には待望のボランテ
ィア・コーディネーターが配置され、ますますの
活動が期待されます。

阪大病院に、がんの診断などに威力を発揮する
最新のPET－CT（陽電子放射断層撮影装置）2基
を設置したPET－CT検査棟が完成しました。4月
2日から悪性腫瘍診断、循環器疾患、中枢神経系
疾患の保険診療を開始しています。
検査はすべてオープン予約で行い、画像は院内

画像サーバーを通じて電子カルテにより各診療科
で読影でき、診療の効率化を図っています。
これまでは年間1000例ほどだった検査件数も、

看護部や放射線部の支援を受け大幅に増加できま
す。検査棟は患者さまや医療従事者の放射線被曝
を最小限にできるよう最大限の配慮がなされてい
ます。

PET－CT検査棟が完成

第1回は定員オーバーの盛況

先端的がん診療シリーズ第2回
市民公開フォーラム参加者募集

ローソン、スタバがオープン

病院ボランティアが10周年

モ
ン
や
血
管
が
原
因
の
特

殊
な
高
血
圧
や
、
な
か
な

か
血
圧
が
下
が
ら
な
い
難

治
性
高
血
圧
な
ど
に
対
応

し
て
い
ま
す
。

「
人
は
血
管
と
と
も
に

老
い
る
」
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
高
血
圧
に
伴
う
血

管
の
老
化
を
超
音
波
診
断

装
置
を
使
っ
た
非
侵
襲
的

検
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に

し
、
合
併
症
の
診
断
、
予

防
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
に
特
有

な
老
年
症
候
群
と
呼
ば
れ

る
症
状
に
つ
い
て
原
因
を

突
き
止
め
る
た
め
に
、
他

科
と
同
様
の
検
査
、診
断
、

治
療
に
加
え
て
高
齢
者
総

合
的
機
能
評
価（
Ｃ
Ｇ
Ａ
）

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
Ｃ

Ｇ
Ａ
は
視
力
や
聴
力
な
ど

は
も
ち
ろ
ん
、
食
事
や
入

浴
な
ど
日
常
生
活
に
お
け

る
動
作
（
Ａ
Ｄ
Ｌ
）、
社

会
的
、
経
済
的
な
環
境
、

精
神
的
な
状
態
や
認
知
機

能
な
ど
を
調
べ
て
い
ま

す
。楽

木
宏
実
・
診
療
科
長

は
「
高
齢
者
を
総
合
的
に

診
る

”老
年
科
“
は
発
展

途
上
の
診
療
科
で
す
。
超

高
齢
社
会
に
な
り
、
高
齢

者
が
健
康
で
長
寿
を
全
う

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

が
老
年
科
の
大
き
な
役
割

だ
と
考
え
て
い
ま
す
」
と

話
し
て
い
ま
す
。

中
、
心
筋
梗
塞
、
感
染
症

な
ど
に
よ
る
重
篤
な
症
状

の
患
者
さ
ま
を
受
け
入
れ

る
阪
大
病
院
の
高
度
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
。
日
本
救

急
医
学
会
の
専
門
医
を
中

心
に
全
診
療
科
が
協
力
し

て
、
救
命
活
動
に
全
力
を

尽
く
し
て
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
の
前
身
は
１

９
７
７
年
に
開
設
さ
れ
た

阪
大
特
殊
救
命
部
。
日
本

に
お
け
る
初
め
て
の
重
症

救
急
専
門
施
設
で
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
人
気
番
組
だ
っ
た

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘ
」
に

も
取
り
上
げ
ら
れ
、
全
身

に
大
け
が
を
し
た
重
症
患

者
さ
ま
を
救
う
た
め
の
医

師
ら
の
苦
闘
が
描
か
れ
て

い
ま
し
た
。

現
在
で
も
年
間
８
０
０

件
近
い
急
性
疾
患
や
外
傷

の
重
症
患
者
さ
ま
を
近
畿

圏
だ
け
で
な
く
、
北
陸
、

中
四
国
か
ら
も
受
け
入
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に

培
っ
て
き
た
経
験
と
先
端

の
医
療
技
術
、
機
器
を
駆

使
し
て
、
困
難
な
症
例
に

も
立
ち
向
か
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
大
き
な
自
然

災
害
や
大
事
故
の
と
き
に

は
、
京
阪
神
の
救
急
医
療

の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。

「
臨
床
に
学
ぶ
」
と
い

う
特
殊
救
命
部
時
代
か
ら

の
伝
統
は
引
き
継
が
れ
て

お
り
、
患
者
さ
ま
の
デ
ー

タ
を
も
と
に
新
た
な
治
療

法
の
開
発
に
も
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。

重
症
頭
部
外
傷
に
対
し

て
、
体
温
を
下
げ
、
脳
へ

の
ダ
メ
ー
ジ
を
軽
減
し
て

治
療
を
行
う
脳
低
温
療
法

よ
り
、
味
付
け
を
薄
く
感

じ
ら
れ
た
患
者
さ
ま
が
比

較
的
多
い
と
い
う
こ
と

は
、
日
常
生
活
で
の
塩
分

の
と
り
過
ぎ
に
注
意
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

選
択
食
に
関
す
る
調
査

結
果
よ
り
、
選
択
食
の
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
増
加
を
検

討
し
、
献
立
を
工
夫
す
る

こ
と
に
よ
り
、
好
き
な
お

か
ず
に
ば
か
り
偏
ら
な
い

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
特
別
治
療
食
に

関
す
る
調
査
で
は
、
食
事

を
「
治
療
の
一
環
と
認
識

治療食 

一般食 

満足 
21％ 

満足 
17％ 

やや満足 
24％ 

やや満足 
16％ 

普通36％ 

普通39％ 

やや不満 
11％ 

やや不満 
11％ 

やや不満 
19％ 

不満5％ 

不満9％ 

無回答3％ 

や
白
血
球
の
機
能
か
ら
患

者
さ
ま
の
重
症
度
を
判
定

す
る
検
査
法
の
開
発
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
阪
神
・
淡

路
大
震
災
の
際
に
問
題
に

な
っ
た
ク
ラ
ッ
シ
ュ
症
候

群
に
対
す
る
治
療
法
の
開

発
も
進
ん
で
い
ま
す
。

今
後
、
東
南
海
地
震
な

ど
の
自
然
災
害
、
テ
ロ
の

脅
威
な
ど
も
予
想
さ
れ
る

だ
け
に
、
セ
ン
タ
ー
で
は

最
新
鋭
の
64
マ
ル
チ
ス
ラ

イ
ス
Ｃ
Ｔ
＝
写
真
＝
な
ど

最
新
鋭
の
医
療
機
器
や
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
の
導
入
を
進

め
る
と
と
も
に
、
発
生
を

想
定
し
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
も
行
っ
て
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
は
最
重
症
患

者
さ
ま
の
最
後
の
砦
（
と

り
で
）
で
あ
る
と
の
認
識

を
持
ち
、
治
療
に
当
た
っ

て
い
ま
す
。

健
や
か
な
老
後
を 
健
や
か
な
老
後
を 

高
齢
者
の
病
気
に
幅
広
く
対
応 

老
年
・
高
血
圧
内
科

高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

栄
養
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部

日本初の伝統誇る 日本初の伝統誇る 日本初の伝統誇る 
京阪神の救急医療拠点 

皆
様
の
笑
顔
求
め
て

病
院
食
事
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

し
て
い
る
」
の
回
答
が
90

%
近
く
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、「
家
庭
で
も
参
考

に
し
た
い
」
と
の
回
答
は

約
70
%
で
あ
り
、
今
後
さ

ら
に
、
私
た
ち
の
考
え
を

伝
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と

を
確
認
で
き
ま
し
た
。

今
後
、
栄
養
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
部
で
は
、
病
院
食
を

通
し
て
、
入
院
患
者
さ
ま

や
ご
家
族
の
皆
様
を
対
象

に
、
生
活
習
慣
病
を
予
防

す
る
食
生
活
や
「
食
育
」、

治
療
食
の
食
事
療
法
に
つ

い
て
伝
え
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。


